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ル痛春.？ : 

シ 〆 ^ はいろうとしている。 ^ 

w 小林さんは荆理士学校 

を卒業して19进の畤か 
ら科理人としての修杗に励み、 W1JS してからもたゅ 
まぬ努力を統けてきた。こじん i りとはしているが 
瀟洒な店进りは、特に女性から好まれてきた。これ 
から asve に入れる価格設定で，ビストロ風の料理 
を口指すという。「どうせやるなら.本格的に j とい 
う志がいかにも小林さんらしいところ。今网の作品 
「仔羊のフォアグラ结めバイ包み焼き j の仔 ip •，フォ 
アグラの«料 a 迷から.»理手噸に至るまでキメの 
細かさ.椒細さが光っていよう。ゾースは赤ワイン 
を煮結め、フォン.ド•ヴォーを加えてパターで仕 
上げた「赤ワインソース力作の程がうかがえる。 

撮影：板橋一明 


FuilleW de Selle 

^0 沿羊のフォアグラ鼢， a 物 g f Q ^ u au 




繫 lUS KUBOTA 




あの「東栄舘」が正月八日 
「クボタ」として蘇リます。 















パラリン ビック日本代裹遵手に遵 ばれた、立^ 養隳字校 バスケット•ず•ー ル部の4名 
と®田 K 譜たち（羽衣町) • 



この夏*奚に氕持ちよくバックアタック 日本ディスク•ゴルフ協金ランキング 

を決めてくれたのが立川からバル U ロナ 班 I 位は椎田味さん（1|町) • 

へ除んだ，衆川正#«争（四砂* 





•耵朗日小学生新聞貢、毎日小学生新 W 優秀貴.東京 «P T A » M コンクールと、半 
、4年3組、 


设瓣圚で r Hjgij を果たした、 H 小《年3組、32名と牧野先生 (««!)• 



世羿中 M 料現コンクール鳕貫*貧 U リー 酉嫿記意:に馋»«を髂いた、早瀬 K 次郎 

t ントパークホテル捻料琦璺 ifi ® 友 R さん（富士見町 >• 

さん（富士见町) • 
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E . H の•ひ tt き。すつかりお 
馴染みになりました ペスト 4川人 
展"わたした t > の街には実はこん 
な* W らしい人から，面白い入— 
で揃つている。何か、変わつたこ 
とを した At いぅより、周りの人 
の^持ちを明るくした人。こぅい 
ラ 「立 川人」を•年かけて、取 M 
した写具 KD 锊様 •お見逃しなく。 
< w »5 d 事—中面 トップ} 





































1992 • I • I (月 I 回発行) 


月刊 • え<てびあん-立川，こ語ろろ • 立 JII に生きよう 


通巻102巻 



t 職.』では:]:川人の人生が 
%^运入 DVM 示亡れます。 

立川人スビリットが耳真とコビーで耰られる立川人*。気がつ 
くと年を重ねて今年で8回目 a 今年の特徽は、人生が太巻のよう 
に詰まっていることだ。私たちの身近にお住まいの、この方は同 
じ立川人である私たちを不思議にもミルミル元気づけていく。 



▲グランプリ春者の外 a 林一郎さん 



<りや 

皆様方のサロンとして 1 月末 OPEN/ 

023-2590 ►灘坊逢り沿い 

cafe コ□ラド 

杏り高い コーヒーと ケーキの店 
026-2285 ► 譚訪通リ沿い_ 

モ 1 J タニ漢方薬局 

キ3—レオピン•澳方専門*局 
025-1193 ►ユザワヤ前 

□ツテ 1 」ア立川南□店 

御•人様でも御家族様でもどうぞ/ 
022-3928 ►立川駅南口前 

ハウスほまれ屋 

婦人用品ならなんでも/ 

025-2788 ►獮訪通り沿い 

カフェレ;^ランほまれ屋 

3階和室にてのご宴会も承っております 
026-2232 ►緬肪通り沿い 

割烹、紀ノ川 

薄味でこくのある紀ノ川の天地(味） 
025-5825 ►いろは通り沿い_ 

美容室巳 EPPIN 

西*川の MODE-BOX 
027-5918 ►富士見懺そば 

残掘書店 

立川四小そば夜10時迄常* 
027-7457 ►立川四小そば 


え < てびあんの輪 


印象の宝山堂 

歴史は古いが技術はハイテク// 
025-0111 ►高島度となり 

二木のバン 

ホカホカの手づくりパン心 t はんわか 
022-2278 ►さくら級行うら 

大晋商事 

土地.4£物.アパート•マンシ a ン 
025-3110 ►国立立川病阬奥 

cafe / \ 一ぜル 

デザートと焼きたてパイの店 
023-3746 ►トボス遒路向2 F 

ふとんの青木寝商 

眠りのための?？具作り 
036-6833 ►けやき通り商店会 

エツソ石油けやき台 SS 

オイル点検とお車のご相談は当 SS へ 
035-3081 ►五日市街遒沿い 

みふじサイクル 

アフターサービス100% 

036 -7166 ►柳通り商店食_ 

BS タィゃ E /3 ップ佐藤商会 

タイヤの:^なら何でに相談下さい 
037-0912 ►五日市街道沿い 

花 奴 

心に文•朗、佗奴の贈答品 
曲0120 -39-8785 ►五日市街谨沿い 

バツトバツトゴルフ 

いま嵌も 5 U こなるアメリカンスポーツ 
025-2340 ►立飛企奠となり 


わが少年自転車 
義勇隊 



(サイクルツーリスト〉 


多摩最大の店舗網 


みなさまの暮らしや 
ニーズに含わせて、 

«広いサービスに 
つとめています B 

マィク 

; ■ ■ WCP 5 NS 用 

本 ft TISO 立 罐町？- 8 -28 

_〇 |: W ») »-III 丨_<：代〉 



マエダ文具 

商い文化を育てる文 ft 
025-6 S 84 ►坩訪通り沿い 

雷神堂立川店 

•枚-枚真心をこめた手焼せんべい 
028-2249 ►逋訪通り沿い 

La-Bamba 

中®米のお料理とお酒と音楽の店 
024-5800 ►ユザワヤ裏 

純中国料理北京大飯店 

本場の中 H 料理をお客さまに 
022-6393 ►课訪通り沿い_ 

LIQUOR SHOP はなむら 

夜9時迄多少〖劲咖わらず«迷します 
022-2491 ►いなげや#! 

味の寿司由 

味由はし)、# Ml 由(よし)、氕分由(よし） 
022-3733 ►ユザワヤ前 

お茶の小室園 

日本の味、自然の味を大切にしています 
022-2894 ►日活大通り沿い 

ビジネスホテルク tK 夕 
1月8日、待望のオープン/ 
©22-1122 ►日活大通り沿い 

白洋舎のク U —ニンヴ 

㈱ 白洋舎立川诹訪チェーン店 
©25-0036 ►§! 訪通リ沿い 


和菓子処ゆろさ 

手づくりの四笮の和菓子を 
025-0780 ►錦町 I 丁目交兼点そば 

高木健康回復センター 

体の痛み： r 相談ドさぃ/ 

021-0289 ►代々木ゼミナール前 

寿屋酒店 

地域と共に70年銘洒の老舗 
©22-3652 ►銶中央遲り沿ぃ 

三田花店 

花から始まるすてきな m •界 
C 24-4187 ►鴒中央通り沿ぃ 

191子&ファンシ-むぎばだけ 

大人も+供も*しめるかわぃ、お店 
«26-0210 ►すずらん通り沿ぃ 

洋藥子 It □ンケーキスタジオ35 

くるみ菜+をよろしく / 

027-6808 ►羽衣撟そば 

中島豆腐店 

食电の主役にお豆腐を/ 
tK 2-5732 ►立 川 六小前 

00排屋らろむ 

苗ながらのサイフォン コーヒー 
»26-3643 ► 羽衣中央暹リ沿ぃ 

リヵー & フーズ いわさわ 

まごころとあたたかぃサービス 
CT 22-2904 ► 羽衣町2丁目交差点そば 

東京靴流通センター 

日本初の靴のディスカウンター 
037-3641 ►砂 川 4番五日市街遒沿ぃ 


表は 




• 外圃祥一郎さん(宋町) 

「 JP 大に行くよりも； g 強しよぅと 

思つた」と Ta 一一一一!•愛！4ユーフ 
ォー I ゥムを吹き込むよぅに丁寧に 
応ぇてくれたのは航空自衛隊^^ 
垚來隊(栄町》外 ffiff I 郎士長<23 
歳)。右手音泶家の登®門として知 
られる口本»打楽器3ンク|ルの 
ユーフォニアム部門で1位に輝い 
た。門*勝者による特別演# 
会でも*®秀各に«ばれ，今やグ 
ランプリあ者。他の部門のトップ 
は**芸大，国立音大の f - 衆生や 
大？ r 院生で趣味から&楽の世界に 
飛び込んで実力を積んできたのは 
外 A 1 士長だけ•パックが大きいと 
されている-&楽の世界で抜群のセ 
ンスとひたすらな W 熱だけで！*粋 
に除 ft した外明士長に人きな拍手 
を贈りたい；含來は努力してる人 
が ffi われるようになつている 」 t 




)«(-剣に語<)てくれる±长の.{日葉は 
莰い間、忘れかけていたハートを 
呼び覚ましてい <• 

• 小围幷镫義さん(羽衣町) 

•* 時計なんか治してお金にならな 
いのに馬瓶/ Sr なあつてょく言われ 
るねえ j と； S るのは，時針骨 ii を 
やっている小#井時計店の小*井 
»袭さん <舫*> {羽衣町)。 16 の 
時からこの道にといラから、跃に 
64年問、あの時計尾独特のル—ぺ 
(きずみ》を右 B にはめては、1¢計 
の針と共に生き抜いてきたことに 
なる◊機械化の時代に古い時計を 
修理できる技術者が都内でもいな 
くなつていることから，地方から 
も逮く，^祖から大車に I ている 
年代 t のなどの任理に来る人が後 
を絶たない*店の装飾は全く*び 
ていない n L かし、今、どこの店 
にもない空$1.を自然に伝えて*マ 


•ー アを却つて' 51 き付けてしまラ 
のは*小 litt さんの生き方そのも 
のなのかもしれない。 

參 具鎮 ffi 彦さん(栄町) 

1本3は K 録なんてどうでもいい 
んです。走ることで何かできない 
かと思つているんですがおかしい 
でしようか？ W と語り始めたのは • 
全日本マスターズ降上進手椎で日 
本斯記録を逢成 I た、昭和*一学 
M (栄町> 理科教输、*鋸霣彥先 
生<60*0『何年か前、国睞女で 
マラソンで、白いランニングパン 
ツを A 赤に1¢めながらも、ゴール 
インした MT - には•生命力の熱さ 
を-!! S じず1:はいられませんで I 
た j と。高校時代、三段飛びの選 
f /" つたというが 30 年のブラン 
クを越えての桃«。ヵール•ルイ 
スの3 1 チとして名 si い•トム. 
テレスに講演を塊きに rr つたり、 
四百の B 本記録保持者の高野進選 
手のトレ—-ーング法からヒントを 
得たりして、入念にトレ—ニン 
グ•メニユ—を作り、それを確実 
に粉 I ながら着荚に力をつけてき 
た。理科の先生らしく「よく研究 
すれば、やれる i が先生のモット 
丨。体を Is げうつてのメッセージ 
は、生徒たちばかりでなく、立川 
人に* 51 すら与えてゆく。 

籲 北田享•京子ご夫 S (砂川町) 
1 洗濯、それともお風 S と pn かれ 
るとこの人、わかつてるなと思う 
んです。』と紐るのは*ョットで世 
界 j 周、典»中の北田卒 <45 *t 
京- f < 41 ¢ご夫泰(砂川町)。二 
卜年以上前からョットでの W : 界 • 
)a の夢を抱き、 その為にデザイン 
事務所を始め十三年かけて，今年、 
実現に走り始めた6『家を建てて、 
そのローンの為に№1き統けるか、 
それができないと思つたから切り 
锌えただけで、特別变わつたこと 
をしているとは思わない。欧米で 
は、增えているようですが比較的、 
早くから逢成できて、有り醺い。 

此界务地でたくさんのいい人に会 
うのが架しみ j と。只今バンクー 
バ—の：*。そこまでの航海で*® 
じたことは、『他人にできるだけ迷 
* はかけない。で t 好意には甘え 
て j to 

まだまだ，登場するポ—トレー 
卜。統きは会場で . 


真如苑だより 


新しい年を迎えました。 

赀さま•新年あけましておめで 
とうございます® 

年，当*? V は「一如の MJ (除 
夜の«>を立川の方々と信者とで 
仲良く：白八つを播いて斯年を迎え 
させていただきます* 

新しい年に，「新しい心」をい 
れてスタートしたい51待にどなた 
も、変りはないでしょう。今半も 
どうか，ょろしくお軸い申し上げ 
ます* 

參 

■ n 時 1 H 22 日幽 
2時 i - T 時 

■ W 本尊，典如5物館をはじめと 

して映画など雄りだくさんの用意 

がしてございます。 

■お申し込み 

は r えくてび 

あん•コンパ 

ニオン j (本誌 

を手渡してく 

れた人> へ。 





今月の「木の葉」は… 


漢字 I 字挿入せょ 

蛇を画きて 
□を添ぅ 

□を盗んで 
骨を施す 


木枯らしに負けないあつだかさ 


にびゆ—つと北嵐か吹<時には、あつた 
か〜い///ネスト □ 1 ネス—フガしみるよお。 
寒いはおいしさをしみじみ味わ一つ i で 
もあるのです # f > 力□二' ぺ In ン、じゃガ 
いも' いんげんなどなど 0 体の©まであつた 
S つそ-つなものがいつばい入つだ具だ <さん 
の冬の定 S です # 他 n — ンス—ブも共に 20 
〇 BT 


• 木枯5し C 負けない* c\i* は介ペンベンべ 
ン 「〃新香"これでもか三味晾 J # TV ' ラ 

ジオでも活 Sg-KW 大1 1 WSKSB さんが〈じ 
よんが6か5ボビユラ^81楽まで〉三味捩の 
魅力を存分にお届けします。 

•10 T 15 日(金)5 • # 「木の蕖」立 
川 WK 公民第強 n (22) 9251 # ぉとな1 
IXDOO 円こども10000 :( ケ—キ affl 琲 m ) 



「やっぱり 
人物ですね。 

と rairt 人つてどこか 
卜 ISeT 帕哀れに a ぇる 
レ 油は こともある (t 
* r sun < by ど•それでい 

て、*おIいものを fs] 時に合わせ 
持つている」と語つてくれたのは、 
新沘紀类術協仝で活躍中の山川由 
美子さん。このサラリ—マンの哀 
愁をも福いた" sishine Train は 
先：！：’立川市民会 te で行われた*■多 
摩.«」に出品された嵌新作。山尹 
線の車中で•新 Ml 片手に疲れぎみ 
の人たちを兒ているぅちに、いろ 
いろなものが浮かんできて、そこ 
から、この«間を決めたといラ。 
「今の社会を^:きることの R れで 
あり、®^であること。そこ U 生 
きてゆく姿を描いてゆきたい」 f 
『•91の車中』をはじめ*山川7Iル 
ドには、どこか、雄らが®じてい 
る4のが•ひたむきに描かれてい 
るせいか•切ない共雎感で、思わ 
ず兄る人の足を引き答ける。多中 
総合美術 K •特赏をはじめ•ホル 
べィン«'石»;赏、等、多くの寅 
を受 HT 5H 頃、上野の東京郤关 
術館で行われる新111:紀芙術 tft 会展 
で出品予定"山川さんの絵はどれ 
も大きい。おさえた色调，簡略化 
された搆図の中に迫力のあるメツ 
七ージがあるようだ。 


東風 


新 T ; 房へ移つて、ひと H 近くに 
なる。 n と®の光に、成田乍港行 
きのバス•ターミナルが*る">$ 
呼、このバスにのれば大空港へゆ 
け、そこから毎 u ' w : 界は飛立つ 
興が侍っているのだ•なんだか • 

世界を人耿に例ぇれば、立川がそ 
の「糸： m 」 にあたるような SI 分に 
なっていた時、觔物写 A 家の久田 
稚夫さんが•その*想に水を老し 
た命褊鬼子が初めてバリの上を踏 
んだのが昭和39年*久川さんがコ 
ペンハ—ゲンの c 然に SC て写» 
家を決£したのが 42 年。民間にも 
ようやくパスボ—卜がおりはじめ 
たが、1ドル3百60円時外 
持出じに敝しい制限があつた。 
彼の地で一日を生きていける充足 
«と、明 H を生きてゆく不安が交 
筘した11:畚を，ふたりはある冬の 
夜、孫り合った ♦編 ft - f も«貧の 
ラちに北欧の典冬の枨を体联して 
いる。そ^途も尸ン twrk 
センの童鈷が脳奥をよ r った。一 
夜、寒さに fl ぇ「マッチ壳りの少 
女 J の一本の寸憐の温もりを知〇 
たのはそんな時であった。泊るあ 
て t なく放浪を I ている身に家々 
の灯がうらめしく®じられた ♦氕 
轻にパスポ—卜が取れて、いくら 
でもドルが手に入る昨今•牌；：で 
も行くように成田を発つけれど、 

20 数年荊に日本人がなべて持って 
いたもの U 氷解してし i つた*そ 
れは「«れ J ではなかったかと， 
ふたりは话 L 合った ♦大 S のも 
の麻けさやえくてびあん 


imlmjll «名«||興中时給 9 »田悦子 
丰沢 NfLar 田爾 I 山 nfi 子 
i 天朴度興畈辮 I 明#上 ！！' ir 

鳕川 le 本争修 


別え<てひ®ん第 mjo 


R - 

平成五年|月一日発行 

宛！ n 所えくてびあん»集 H 承 

柬京都立川市«« 812 -| 7-5 

杉田ビル 6F 1 了!^ 

〇四 11 五卯 C 

tAX 〇四 ||五麻|， 

15 琢人立#®介 

«行人冲野麻男 

印肋所: W 大凜社 


» 7 W 7 


私こと昭和六年生まれ、六^:金星、ひつじ年、六十一 
龌、定 W なし。立川市に4住して二卜六年。 a 紜申六台 
を保有、もっばら G 紜卓での味を愛好する。 

凋； n 、 家内と來北に遊んだ•盛岡公阑に琢木の肷碑を 
訪ねる◊紅いもみじの落ち葉が地 ifll をおおって 
不来方のお城の苹に寝ころびて 

空に吸われし十五の心 

いつ t はなく私の少年の日へと想いはとんだ。 

♦ 

昭和十九年、私は十三*、台濟.台北州立第四中*¥-*校 
の I ;年半だった。その年の十 R 十二 n から十四 ni での 
三 R 間•台湾はアメリヵ機動部隊の««機が#来，太平 
洋戦争がはじまってはじめての本格的な空!(を受けた。 
これを契機に空 K が R 常化し•危機®が深まっていた • 

-1-一月、自ぢ本を持っている生徒たちは市内の一力所 
に m められた。台湾¥将校の少佐が壇上に立った。 

「戰 II ?は重大である。 ft 様たちは i だ少年ではあるが 
『少年自転車 II 央隊』と L て， it 絡や情報伝逢に活嫌1て 

ら k?J 

と命じられた。少佐 K !: はさらにつづけた** 

「¢1様たちは日本人の誇りである大和魂を発揮し、チ 
エンの油が切れたら水をかけても走らせょ」 

といつたのである。 

いわれたとおりその後の訓練で，私たちはチェンに水 
をかけたが、たちまちに水は&き，き I み音だけが大き 
くなるので，大和魂を発揮するのは中 Jh にした。少年自 
転毕渡*隊は、祖国の危急にさいして、爆*;をかいくぐ 
々、飛行檐からの銃®にもめげず勇敢1:戦 M 部隊の命令 
»や*絡を晋るはずであったが，現実には ftH の弁$ 
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. S 守^邛岑。◊家「10對芩 
迸 0 々 、 s 备古 nn 3 l 
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昭和二十年、私が三年生に進級する t 、 飛行場建 S に 
かり出され、つづいて陸市-一等兵とな*0、まもなく敗戦 
となつたので、 ft 勇隊が f っなつたかはわ，からない9 

本 

四十*を i & ぎてまもなく'ふと思い*つて€車!:乗 
りだした。体*と中性胞肪がふぇ•体力の減退いちじる 
しいものがあつたからである。 

来りこむはどに嵌初の自転車がもの足りず、二番目の 
自転率を H い求めたのは， HB 始から数年目である。自転 
单の旅の魅力に to つかれたからだ。 

夢中で走つているうちに、あたりの衆色に目が移るょ 
うになる。体力と4*術が身につき，余裕がでてきたので 
ある。沿 Ja の神社や仏閣とはずいぶん親しくもなつた* 
ところがである。嵌にあつて少年の B が突如として视 
出することがあるゃ私は戦杩を走る連格 ftl : 変身してい 
るのだ。起伏に. W んだ街道のかなたの稜線から，機関銃 
の W 孥を浴びるのではないかと#檐ぇたりすることにな 
るのである。背中のリュックには、重大な1杏頫があ 

る"これを敵の手に渡してはなるものかと血わき肉踊る 

ので A る。のどかな道筋には人彩もない。大声学げて¥ 

歌を叫び•皤觔 L て体を前傾させ •« 命にペダルを路む。 

たちまちのうち1:敵から逃れて任務遂行，わが革の»»利 

をもたらすという結末となる。 

いい年をして、いい年だからこそ•少年自転車我穷隊 

の使命がよみがえる • t きにわが愛单は - IP ジナンテ/ 

敬愛する英雄ドン•キ•ホ—テの愛馬に因む。このこと， 

軍事機密につき他 S 無用に明います-, 


vr 川では Br 、 グランブリレ丨 
スが行われたことがあるのです。 
大 IF 13 年4 H 20 D 立川飛 nift で 
時代の*光！？の自觔串を集めて 
レースが開催されました。 

「立川町町制祝 »( を兼ね 
た自觔車肢争大会で歓楽 
の入山を*き… j と当時 
の新 m •しあります"では、 

この時あつたエビゾ I ド 
のぅちなかつたものはつぎ 
のどれでしようか。 

①宣伝ビラを撒いていた飛 ir 樓 
が哝洛してしまった0^線バ 
スの* fef が®行途中に乗#と 


一緒にな〇て a 物した ③ NJii 
卓が物;#い J 1 W をあげて走るた 
めレースがまつたく D ? えなか-〇 
た 

〔12月号の答〕❶ 

3時，江户における富士 
山恬仰(宙 !-*> は人流行 
を»め、速く S 十まで行 
けない人々のために各地 
に笛±塚と呼ばれる塚山 
がたくさ4つくられました • 
B ? 在'^^都に残つている苗± 
塚は全部で55個所。立川には、 
もう一つ砂川3瘵に金觅班山と 
呼ばれる富±塚 t あります。 



〔ツカ IMB に野菜舟 



1 1月 2 S /29 日の*！: nllllfl 催さ 
れた第15回バッカリ*。例肀 
通りの {« 事の中に、入場者 
の足はお目当てとする 

フ CSV I マ-—ケット/ •U 

流れる。その中で特別 
目を引いたものは、野菜で 
作った宝舟 < 写真 >。立川市 A 
業技術振興会の企画で、地元立 
川で採れた抒菜を使って作り上 

げた t の"お百姓さんの手塩に 

掛けた野菜が、今にも船出しそ 

ぅな迫力を見せている。29日の 

午後2時よりバッカリ市のセレ 

モニ It して、宝舟を形づくつ 

ていた野菜は入場者に販売され 

た•宝舟の功徳の分配と L て施 

されたかのよラに。 



I II I •□ッソ「真夜中」を伝授 
llHW 日、トランペットの世 
界的名手ニニ • D ッソがジャパ 
ンツアーの I ® と L て立川で n 
ンサ—卜を m 催(市民会館)。 
この日、 n ンサ—卜に先立って 
市内の少年少女•約 40 名を対* 
に特別なレクチャ I が tT なわれ 
た■テーマ曲は一世を風！ II た 
あの rA 夜中のトランペット j 
で、*剣に取組むなか-•一は 
耒»どおりに吹くのでは 
なく、$1侍をいれて，情 
猪ゆたかに吹く ことが 
大事です。特にこの曲は 
恋の衣現がテ—マですから」 
幾 fs も練習を繰り返した。 
厳しい 
なかに 

もね 



砂川町 


ことわざ\^答 ㉞ 


富士見町 
























































































Sft のアル/<ムにキラリツと光る一枚があも 
«れた/と®った*シャッターが羟い. 





山川吉久さん 
(柏町1 r 0) 

愛梭 i ペンタックスー P 

■旗振 






















